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富山駅北口から 700 m離れた位置にある八田橋は 1965年頃に造られた RC3径間ゲルバー橋で，バスや路面電車

が走行する重要道路橋である。2013年の富山市の橋梁調査で，掛け違い部の老朽化に伴い，上り線と下り線の 2

橋を順次架け替えることになった。新設橋は，「河川や周辺の道路線形条件」，「施工時の上下線道路切り替え条件」，

「添架物の条件」のほかに「供用後の維持管理が容易であること」を評価され，ポータルラーメン型プレビーム合

成桁が採用された。本稿ではポータルラーメン構造の上下部工の接続部（隅角部）の構造と施工，多点プレフレク

ションによる応力導入，施工概要について報告する。 

キーワード：プレビーム合成桁，ポータルラーメン構造， 鋼桁開孔方式孔あき鋼板ジベル，PBL，多点プレフレ

クション， 

 

 

 

1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

八田橋は富山駅北側 700 m程の位置にある一級河川い

たち川に架かる橋で,富山駅と東西の地域を結ぶバスや

路面電車の公共交通が走行する主要幹線道路に架かる橋

である（図 1）。 当初の橋梁は 1970年頃に造られた RC3

径間ゲルバー橋で，架け替え工事や拡幅工事を経て最終

的に上り線・路面電車専用橋・下り線の 3橋が並列した

形となった（図 2・図 3）。2013年に富山市による点検に

よってゲルバー構造の桁掛け違い部で損傷が確認され

（図 4・写真 1），早急に何らかの対応が必要であると判

断された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 八田橋位置図  

図 3 撤去前の旧八田橋（側面図）  

図 2 撤去前の旧八田橋（断面図） 
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 維持管理対策を検討した結果，2015年北陸新幹線の開

業や路面電車の路線延長などのまちづくりに伴う交通需

要の増加を見据えて，上り線と下り線を順次新しく架け

替えることになった。本稿では，2016 年から開始し，

2018 年 3 月に完了した上り線の架け替え工事，特に上

下部工の接合部（隅角部）の構造と施工，多点プレフレ

クションによる応力導入，施工概要について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．．．．工事概要工事概要工事概要工事概要 

工 事 名：八田橋架け替え工事 

施工場所：富山県富山市永楽町外地内 

路 線 名：市道綾田北代線 

発 注 者：富山市建設部 

元  請：佐藤工業・日本海建興・角地建設 JV 

     (下請として上り線の新設工事を川田建設 

     が担当) 

工  期：2017.5～2018.3 (上り線新設工事のみ) 

構造形式：ポータルラーメン型プレビーム合成桁 

橋  長：36.042 m 

支 間 長：33.971 m 

幅員構成：0.445＋7.000＋3.000＋0.400＝10.845 m 

主桁本数：7本 (6@1.550 m＝9.300 m) 

設計荷重：B活荷重 

平面線形：直線（R＝∞） 

縦断勾配：－3.550 %～＋2.479 %(V.C.L＝35.000 m) 

横断勾配：車道 2.0 %→ 歩道 2.0 %← 

斜  角：右 75 ﾟ 

添 架 物：光ファイバー1条，CATV2条，NTT2条, 

     路面電車用信号線 2条，電力 2条， 

     予備 4条 

 

八田橋の橋梁選定条件は， 

①河川上の施工であるため固定支保工形式以外であ

ること 

②施工時の道路擦り付けと上下線の切り替えがある

ため，縦断勾配と路面標高を現状と可能な限り合わ

せる必要があること 

③H.W.L の条件から桁高が小さく出来る構造である

こと 

④添架物を多く設置できる形式であること 

であり，これらの諸条件を満足するプレビーム合成桁が

選定された。 

また，道路部と橋梁部との継ぎ目の周辺は劣化損傷が

進展しやすい部分であるため，桁と橋台が一体となった

構造で伸縮装置や支承が無く，橋梁の維持管理が容易な

ポータルラーメン構造が採用された。 

プレビームの両端部を下部工橋台の鉄筋コンクリート

で巻き立てて剛結するポータルラーメン構造（図 7）に

は次のような特長がある。 

（（（（1111）メリット）メリット）メリット）メリット 

①維持管理対象の支承と伸縮装置が省略でき，橋の維 

持管理費を抑えられる 

②伸縮装置が無いため，走行時の騒音・振動を軽減で

きる 

③橋台と桁が剛結されているため，落橋防止装置が必
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図 5 架け替え後の標準断面図  

写真 1 旧八田橋の損傷箇所（ゲルバー構造部）  

ゲルバー構造

図 4 旧八田橋のゲルバー構造部  
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要ない 

④支間の中央付近の発生応力を低減できる 

（（（（2222））））デメリットデメリットデメリットデメリット 

①構造が静定系から不静定系に変化し，温度，乾燥収

縮，クリープの構造解析が煩雑である 

②施工順序が複雑である 

③橋台と鋼桁の接合部分（隅角部）が高密度配筋にな

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（3333）実績）実績）実績）実績    

ポータルラーメンは国立開発研究法人土木研究所の

2014 年 8 月の調査結果によると日本道路公団（現

NEXCO）や国土交通省で 145橋の実績がある。1) 

箱桁，中空床版，鋼Ｉ桁がそのうちの大部分を占めて

おり，ポータルラーメン型プレビーム合成桁を採用した

ものは八田橋が初めての実績となる。 

 

3．．．．設計概要設計概要設計概要設計概要 

（（（（1111））））隅角部構造隅角部構造隅角部構造隅角部構造 2)～10) 

隅角部の設計は，以下の方針により行った。 

1) 隅角部のずれ止めとしては，スタッドジベル，孔あき

鋼板ジベル（鋼板方式，鋼桁開孔方式）等があるが，

本橋は桁高が低く，狭隘であることなどの理由により，

フランジに孔を設けた鋼桁開孔方式孔あき鋼板ジベル

（以降 PBL）とスタッドジベルを併用した。フランジ

の PBL は U 字貫通鉄筋と組み合わせたものとしてお

り，構造高が低い SCスラブ橋（合成床版橋）の Tリ

ブのずれ止めにも採用されている。 

2) 鋼とコンクリートの分担断面力を算出し，鋼桁断面が

分担する断面力相当分を PBL とスタッドジベルにて

確実に伝達できるように設計する。 

3) 図 8 の構造にして，曲げモーメントと軸力は上下フラ

ンジの PBL が，せん断力はウェブのスタッドジベル

が伝達する機構とする。 

 隅角部配筋については，設計当初より煩雑になること

が予想されたため，シンプルな構造となるように留意

した。PBL 貫通鉄筋の配筋は，SC スラブ橋（合成床

版橋）の T リブのずれ止め補強鉄筋配置と同じ要領で

計画した。 

また，本橋は添架物の開口部が多いため，発生曲げモー

メントに対する引張補強鉄筋の配置が困難であった。そ

こで，鉄筋径を大きくし，鉄筋の重ね継手位置を考慮し

て多段的に分散配置させることで，配筋スペースを確保

した（図 9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 断面力伝達機構 

図 7 ポータルラーメン構造 

図 9 隅角部配筋 
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図 10 従来の 2 点載荷 Pf 曲げモーメント（台形分布） 

ΔM 

ΔM 

図 11 多点 Pf 曲げモーメント（多角形分布） 

写真 2 応力導入状況 

（（（（2222）多点プレフレクションによる応力導入）多点プレフレクションによる応力導入）多点プレフレクションによる応力導入）多点プレフレクションによる応力導入    

本橋においては，路面電車の基線との取合いにより路

面高さに制限を受け，また，河川橋のため桁下余裕量の

確保が必要なことから，従来のプレビーム桁よりも桁高

を低くする必要があった。そこで多点支持工法を採用し

た。 

従来の応力導入における，プレフレクション（Pf）曲

げモーメントは，設計曲げモーメントを包含するように

2 点に集中荷重を載荷し，台形曲げモーメントとして与

えている。しかし，設計曲げモーメントは放物線である

ため，Pf荷重載荷点付近では図 10 のとおり Pf曲げモー

メントと差が生じ，必要桁高や必要鋼桁断面が大きくな

る傾向にあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前述の改良策として考案された工法に多点 Pf 工法が

ある。Pf点を増やすことで，Pf曲げモーメント形状を設

計曲げモーメントの放物線形状に近似させることができ，

効率的な断面構成が可能となる（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本橋では３点の集中荷重載荷により，応力導入を

行った（写真 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．．．．施工概要施工概要施工概要施工概要 

(1)(1)(1)(1)施工ステップ施工ステップ施工ステップ施工ステップ    

図 12 に本橋のステップ図を示す。 

【Step-1】橋台フーチング打設後に主桁仮置用の架台を

設置 

【Step-2】架設桁架設で，架設桁の設置の際には現場に

残されている橋脚をベンド代わりにして河川上で組立 

【Step-3】添接部のウェブコンクリート打設 

【Step-4】隅角部と接続付近の床版部を除いた横桁部と

床版部の打設。なお，本橋は床版・横桁部に埋設型枠

を使用 

【Step-5】敷鉄板による 60 tonのカウンターウェイトを

載荷，鋼桁下縁に引張力を与えている間に下フランジ

コンクリートを打設（コンクリートの強度発現後にカ

ウンターウェイトの撤去を行い部分プレストレスを付

与） 

【Step-6】隅角部と残りの床版部を打設し，上部工と下

部工を一体化 

【Step-7】橋面施工 

 

主桁は川田工業の富山工場にて 3分割で製作した桁を

現場搬入し，架設桁上で組み立てた後，200 t と 130 t

クレーンによる相吊り架設を行った。桁組立から架設・

横繫ぎを 1日の架設サイクルで実施し，仮置き・架設桁

解体を含めて 8日で架設は完了した。クレーンのアウト

リガから 3 m 隣を路面電車が通過する状況であったが，

約 15 分間隔の電車のダイヤの合間に吊り作業を完了さ

せる条件で役所の承諾を得て日中の架設を行った（写真

3）。 
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（（（（2222））））隅角部の施工隅角部の施工隅角部の施工隅角部の施工    

 受け架台は，架設から隅角部打設までの主桁のたわみ

と伸縮を容易にするため，支持点をφ38 丸鋼で製作し，

主桁との設置面ができる限り小さくなるようにした（写

真 4）。 

 受け架台は隅角部の打設時に埋設されるが，空気溜り

が発生し易い箇所には予め空気孔を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリートの配合は，拘束ひび割れを抑制するため

膨張材を添加するとともに，鋼桁・鉄筋・架台・添架物

開口用埋設管により密な配置となった隅角部付近（写真

5）のコンクリートの充填性を確保するためにスランプを

18cmとした。 

また，コンクリートポンプ車のホース外径を 9 cmの小

さなタイプに変更し，床版上縁部に内径 11 cmの鞘管

シースを桁間に各 4箇所設置することで，ホースが架台

部の隅々まで直接届くように工夫した（写真 6）。打設完

了後は鞘管シースを抜き，鉄筋を設計通りに配置した。 

更に，振動機による締固めを確実に実施するため，堅

壁部の型枠に振動機挿入用の開口窓を前面側と背面側に

12箇所ずつ設けた。 

他に，打設時に空気の溜まりやすい各架台の下奥およ

び添架物開口用埋設管の下縁にコンクリート充填検知シ

ステム（ジューテンダー）を取付け，充填性を目視以外

でも確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 隅角部の鉄筋・付属物配置状況 

写真 4 主桁受け架台  

写真 3 主桁架設状況 

図 12 施工ステップ図  

主桁受け架台

プレビーム桁 - 7本

ウェブコンクリート打設

床版・中間横桁打設（埋設型枠）

カウンターウェイト(敷鉄板)載荷

隅角部配筋・打設

地覆・歩車道境界部・高欄・舗装工

S t e p - 1 主桁受け架台設置

Ste p - 2 架設桁架設

Ste p - 3 添接部ウェブ打設

Ste p - 4 床版・中間横桁施工

Ste p - 5 部分プレストレス工

Ste p - 6 隅角部（上下部一体化）施工

Ste p - 7 橋面工 ⇒ 完成

下フランジコンクリート打設
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5．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 

 工期短縮のために発注時の段階で床版部や横桁部に埋

設型枠が採用されていた。桁下空間が充分確保できない

本橋では，型枠の組立解体作業を大幅に省略できる床版

埋設型枠（アーチフォーム）は作業軽減に効果的であっ

た。 

 

 

 

    

 上り線の架け替え工事は路面電車や主要道路が隣接し，

ヤードが充分に確保できない条件の中での施工であった

が事故もなく無事に完了した（写真 8）。なお，河川内の

既存橋脚は 2020年に撤去予定で，2018年 8月現在，佐

藤工業・日本海建興・角地建設 JV により，下り線架け

替えの準備中である。旧下り線の撤去を 11 月に開始，

主桁架設を川田建設が 2019 年 6 月に行い 2020 年 3 月

頃に施工完了となる。 

最後に，ご協力・ご指導頂いた佐藤工業・日本海建興・

角地建設 JV の皆様ならびに関係各署の方々にお礼を申

し上げ結びとする。 
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